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（学位論文のタイトル） 
 
Effects of early physiotherapy with respect to severity of pneumonia of elderly 
patients admitted to an intensive care unit: a single center study in Japan 
（集中治療室に入室した高齢肺炎患者の重症度別早期理学療法の介入効果） 
 
 
（学位論文の要旨） 
 
[目的］ 
本邦における肺炎による死亡者の中で65歳以上の高齢者の占める割合は95%以上と高く、
肺炎における超急性期での医療の充実は今後の課題でもある。そんな中、理学療法士によ
る早期の介入には期待が高まっている。そこで肺炎によりICU入室となった高齢者に早期
の理学療法介入を実施することでどのような効果があるのか、重傷度別に検討した。 
[方法] 
2013年1月から2014年11月までの、入院翌日の超急性期から早期理学療法介入を始めた3
8名を早期介入群とし、2011年1月から2012年12月までの33名の通常介入群と比較した。重
症度によりⅠ群、Ⅱ群、Ⅲ群に分けた。評価項目はICU在室日数、入院日数、入院前後のA
DLとした。 
[結果] 
通常介入群と早期介入群の比較では、早期介入群でICU在室日数が有意に短縮し、FIMの
変化量を減少させ、通常介入群よりも退院時のFIMを良好に保った。重症度別の比較では
Ⅰ群では評価項目に有意差は無かったが、Ⅱ群ではICU在室日数とFIM全体の変化量の項目
に、Ⅲ群ではICU在室日数と認知領域の変化量について有意差がみられ、早期介入群で良
好であった。 
[考察] 
ADLの改善、ICU在室日数の短縮において早期理学療法の効果が示せた。重症度別の比較
ではⅠ群では廃用症候群の進行が軽度であったため、早期介入効果が得られなかったので
はないかと考える。Ⅱ群、Ⅲ群ではICU在室日数減少とADLレベル低下の軽減ができた。こ
れは早期離床を意識したことにより、廃用の進行を抑えた効果と考える。特に認知領域で
は良好な結果が示せたと考える。 
 
Key words: 肺炎, 早期理学療法, 集中治療室  
